
 

 

 

 

 

 

 ａ軸がＭＤ軸平行 ＜１００＞／／ＭＤ の評価 

  Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ１軸配向の配向評価 

 

 １軸配向評価の定量性を、ODFの VolumeFractionから極点図を作成し、 

 VolumeFractionの％と配向分布関数と配向関数の比較を行った結果、十分に相関がある事が 

 分かります。 

 この結果は、理想の極点図であって、実際の測定では非結晶によるバックグランドの上昇部分を 

 正確に差し引かなければならず、測定は難しくなると想定されます。 

 

 

   

  

   

     ＭＤ方向がａ軸方向と一致 

  結晶方位の定量が可能になります。 

 

 

 

 

 

 

    ２０１６年０３月１３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

       Measuredata¥Polyethyleneの 1軸配向 



概要 

  ａ軸に対する配向評価は、配向関数で｛２００｝極点図を計算すれば評価できます。 

しかし、完全極点図の測定は、透過極点図、反射極点図を測定し、各種補正後、極点図の接続から 

完全極点図を得ます。 

完全極点図から配向関数の計算 

  

極点図の外周から配向分布関数の計算 

 測定や各種補正は単純化されます。 

  

Polyethyleneのプロファイル 

 

 

 本説明に使用しているソフトウエアを含む全てのＣＴＲパッケージトウエアを一定期間評価して頂く 

 事が可能です。ＨｅｌｅｒＴｅｘサイトからご請求下さい。 

 ＣＤＲＯＭで、ＣＴＲフルパッケージソフトウエア、説明書、技術資料を提供致します。 

 操作方法等、不明な点があれば、ご説明致します。 

                                                      HelperTex Office 
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ＬａｂｏＴｅｘの結晶方位シュミレーションにより 

 結晶方位の広がりを Gauss関数の半価幅 10度,20度に対し VolumeFraction40%,80%の 

 極点図を作成し、配向分布関数と配向関数のａ軸に対する数値を比較する。 

 

ａ軸がＭＤ方向に平行な極点図 

  

   

透過写真では（上記極点図から切りだし） 

  

 

   配向分布関数では、透過写真データを用いることが可能になります。 

   透過光学系では、β角度にずれが発生するため、補正が必要です。 

   FiberSimpleOrientationでは透過写真の補正も行えます。 

   又、このβ方向のずれの為 透過光学系では正しく｛２００｝のMD方向は 

測定できない可能性があります。繊維試料台や、極点試料台を用いた 

対称透過光学系で測定してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位がＥｕｌｅｒ空間の広がりを Gauss半価幅 10degとし VolumeFraction40% 

  

 

{110},{200}極点図の外周のみのβプロファイルから配向分布関数の計算 

      

{200}極点図から配向関数の計算 

   

 

 MD軸方向とａ軸方向が一致しています。 

 



PEOrientationと Orientation比較 

 

 

 

 



結晶方位がＥｕｌｅｒ空間の広がりを Gauss半価幅 10degとし VolumeFraction80% 

  

 

{110},{200}極点図の外周のみのβプロファイルから配向分布関数の計算 

  

{200}極点図から配向関数の計算 

  

 

 

 



PEOrientationと FiberSimpleOrientation 比較 

 

 

 

 

 

 

 

 



結晶方位がＥｕｌｅｒ空間の広がりを Gauss半価幅 20degとし 40% 

   

 

{110},{200}極点図の外周のみのβプロファイルから配向分布関数の計算 

  

{200}極点図から配向関数の計算 

  

 

 

 



結晶方位がＥｕｌｅｒ空間の広がりを Gauss半価幅 20degとし 80% 

  

 

{110},{200}極点図の外周のみのβプロファイルから配向分布関数の計算 

  

{200}極点図から配向関数の計算 

  


